
財務3表を使いこなし、企業経営を客観的に評価する

財務会計基礎コース

FAP

対　　象 自社や取引先の財務内容を理解しておく必要のある一般層、管理職層の方

日　　程 2日間

最適定員 20名

1日目 ▪オリエンテーション
▪貸借対照表と損益計算書の作成
・［演習］決算書の作成体験
▪貸借対照表と損益計算書の関係
・［講義］利益剰余金と利益
▪貸借対照表と損益計算書の見方
・［講義］貸借対照表と損益計算書の構造　・［演習］貸借対照表と損益計算書を見るためのポイント
▪減価償却の考え方
・［講義］減価償却の目的
▪財務分析指標
・［講義］収益性、効率性、安全性　・［演習］代表的な財務指標の計算
▪財務分析（前編）
・［演習］グループ討議　−「財務数値からわかる強み・弱み」

2日目 ▪グループ討議の結果発表（前編）
・［演習］貸借対照表、損益計算書、財務指標から読み取れた特徴

▪損益分岐点分析
・［講義］企業の利益構造　・［演習］事例を使った計算演習

▪連結特有の分析
・［講義］連結特有の勘定科目　・［演習］セグメント情報

▪キャッシュ・フロー計算書の見方
・［講義］キャッシュ・フロー計算書の構造　・［演習］キャッシュ・フロー計算書を見るためのポイント

▪財務分析（後編）
・［演習］グループ討議　−「財務数値からわかる強み・弱み」

▪グループ討議の結果発表（後編）
・［演習］セグメント情報　−キャッシュ・フロー計算書も含めて読み取れた特徴

▪まとめ

カリキュラム



学びやすいワークシート
ワークシートの作成過程を通して、財務諸表をどのように
見ればよいのかが理解できます。

独特の手法で無理なく理解
独特の手法を用い、貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・
フロー計算書の相互関係やしくみを無理なく理解できま
す。

実際のデータで分析
実際の財務諸表を使って分析を進めるので実践的です。

企業経営を客観視する力を身につける
財務諸表のしくみから読み取り方までを学び、会計的視点から企業経営を体系的に理解することをめざします。
独自の図解を用いた解説により、初級者でも無理なく理解を深められます。
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、てけ分に」元供提「と」途使「、てしに船風をれ流の引取
天秤の皿の上に仕分ける。使ったお金の合計額と、
その元手となったお金の合計額は同じとなるため、
天秤はつりあう。
さらに提供元は「預り分」と「頂いた分」に、使途は
「所有」と「消費」に分類。

営業ＣＦ、投資ＣＦ、財務ＣＦの欄に各々の金額を記入。
次にプラス項目からマイナス項目に矢印を描く。
この矢印が流れ（フロー）を示す。それにより営業、
投資、財務のどの活動がいくらの資金を生んで、
どの活動にいくら使ったかが分かる。


